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君はちっとも私のことを 女の子だとみてくれない
いくら君を想ってても 伝わることはないの

中学の頃から ずっと一緒のクラスだから
今は何も意識しないで話せる仲だけど

逆にそのせいだと思うけれど 私のことなんて
まるで男の子扱いしてるんだよね

時々 なんか寂しくなるよ
私いつでも君の笑顔と笑い声だけで

嬉しくなってしまう

君はちっとも私のことを 女の子だとみてくれない
いくら君を想ってても 伝わることはないの

朝 電車の中に 君がいない時には改札で
一つ後の電車まで待ってみることも

友達待つふりして 君のあと少し開けて付いてく
君が友達と一緒に笑うのが好き

時々 後ろふりかえっては
私のことを からかいながら ちょっと目を細め

肩叩いてくるのよ

そんなことしてくる人など 君以外には誰もいない
まるで私を男だと 思い込んでるみたい

君はちっとも私のことを 女の子だとみてくれない
いくら君を想ってても 伝わることはないの

告白しちゃおうかな


